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来季に向けて 

遠藤 実 会長 
 
平成２５年１２月、阿部副会長マンション管理組

合の「クリスマスの集い」に、ＪＯＦＩの何人かと
お邪魔した時、マンション窓の外にそびえる東京タ
ワーに、５５年前の事が懐かしく思い出されました。 

 
昭和３３年、立教大学より長嶋茂雄選手がプロ野

球読売巨人軍に入団し、同年１２月には３３３ｍの
東京タワーが開業しました。あれから５５年、長嶋
茂雄氏と背番号５５で巨人、大リーグで活躍した松

井秀喜氏に、国民栄誉賞が授与された事に因縁めい
たものを感じました。 

 
平成２５年は６月に富士山が世界文化遺産に登

録され、９月には２０２０年オリムピックが東京に
決まったりと明るいニュースも有りました。 

 
その反面、大型台風による災害も多く、伊豆大島

でも土石流災害で多くの犠牲者が出ました。尖閣諸
島、竹島問題では中国、韓国との関係が冷え込んで
います。暮れに来て、東京都猪瀬知事の辞職、安倍
総理の靖国問題など、問題の多い一年でした。我々
釣りの環境も温暖化の影響か、さまざまな変化もみ
られ、相模湾でのキハダマグロが人気の釣り物にな
ったのもその一例でしょう。 

 

 
 
ＪＯＦＩ東京では６月２１日～２３日の「富士山

の日」イベントに、富士山クラブとコラボで、魚拓
や釣具の展示、西川顧問の講演など、一般の方にも
興味を持って頂きました。８月には「アウトドアフ
ィッシング in若洲」を若洲シーサイドグループと
共催。３０名のペア参加者に、釣りに関するミニ講
義、実釣指導、魚の捌き方教室、交流会等、初めて
の試みでしたが、参加者のアンケートに好感触を得
て、次回への開催に希望を持ちました。その他の活
動も予定通り進行し、１０月５日の「ふるさと清掃
運動会」は小雨の中、王貞治実行委員長、奥島高野
連会長等も参加され、ＪＯＦＩ東京では清掃前のパ
フォーマンスとして、子供たちへのキャスティング
模擬指導を行いました。 
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１１月３０日～１２月 1日の「インストラクター
資格試験」は海洋大で行われ、２５名の方が受験さ
れましたが、平成４年以降推計で３，５００名超が
受験。然し現在継続の登録者は約１，８００名との
事。新規の応募者が厳しい昨今、(一社)全釣り協に
は現状を把握し、旧資格者の掘り起こしなどにも目
を向けてほしいものです。ＪＯＦＩ東京では昨年よ
り、月一回エコプラザに於いて「勉強会」を行って
いますが、今一つ盛り上がりに欠けているのを感じ
ます。釣りインストラクターとして過渡期を迎えて
いる今、私も含め皆さん方と、技術、知識他のレベ
ル向上に努めなければと思います。 

 
役員改選も今年一年を残しておりますが、私も今

年傘寿の８０歳を迎えます。来期はもう少し若返り
を図り、指導力と行動力のある世代での改革、飛躍
を望んでおります。 

 
 

子供釣り教室への参加 
        國信 悠久 

 
子供の日の５月５日（日）に北区立浮間釣堀公園

で第３７回「子供釣り教室」が開催され、当日の指
導員としてＪＯＦＩ東京から勝島顧問（釣童楽会会
長）、佐藤（絋）顧問、平野氏、水口さん、ＪＯＦ
Ｉ埼玉より小島さん、それに小生の６名が参加しま
した。 
 

 
 
 今回の釣り教室は朝から快晴で、格好の釣り日和。
前日の風も収まり、気温も上がり、少し暑い１日で

したが、参加した親子の皆さんには楽しい子供の日
になりました。 
 
 参加者 子供 ４８名 家族 ３７名 計８５
名。 参加する子供は幼稚園児から小学生５年位ま
でで、例年、男の子より女の子が多く、釣りの成績
を見ても上位入賞者は女の子占められています。 
 
午前８時１５分に現地釣堀公園の入り口前に集

まり、当日の指導、仕掛け、魚を入れるフラシ・バ
ケツ等の配布、えさの管理、写真撮影の担当の打ち
合わせ行い、受付を済ませた参加者を９時の開会式
に集合をかけました。 
 北区区長、総務部長、生田目北区釣連会長の挨拶
に引き続いて山田理事長による釣り事業内容の説
明と注意事項の話があり、９時３０分に釣り開始
（１１時４５分終了）。指導員は適宜子供の間に入
って、仕掛けの点検、えさのつけ方、釣った魚の張
りのはずし方の指導を行いました。 
 
 子供の日のこの日は釣堀公園を半日貸切り、北区
釣連の２３名の役員の方と６名の公園職員によっ
て運営され、最期に釣り場のごみ拾いして無事終了
しました。釣りの対象は主に金魚とフナで、えさは
キジとサシ、赤虫５個は上州屋より提供。竿は持ち
込み、貸し竿 １本２００円。釣った魚は子供１人
につき２匹まで持ち帰り可。 
 
 

  
 
この日の子供たちの釣果を見ますと、最初のころ

は食い渋り、そのうちあたりが出てきて木陰のある
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場所で５ｃｍ位の金魚が釣れてきました。どの子も
釣れたのはほとんど金魚で、昨年良く釣れた池の北
と南の隅はまったく釣れず、また日向に陣取った子
も釣れないため、そばの浅い池に飼ってあるザリガ
ニやメダカ、アメンボウと遊んでいました。中には、
親に連れられてきた男の子は、ミミズが気持ち悪い
といって何も釣らずに帰ってしまいました。 
 
結局、この日は成績は常連の子供たちがそれぞれ

金魚を２０匹近く釣り、上位を独占し、約３分の１
の子はおでこでおわってしまいました。閉会式の生
田目会長の挨拶終了後、子供たちは抽選で充電式の
扇風機やリールつきのロッド等、豪華な賞品をもら
い、外れた子供と父兄全員に参加賞を渡して解散し
ました。 
 

 高齢化が進み北区釣魚連合会の役員の方々の
中には亡くなられたり、体調を崩されて人数が減り、
一方、参加する子供の数も少しずつ減ってきている
ことが気になるこの頃です。 

 
 

寿 
林 正 

 

 

 
ＪＯＦＩ東京会員の皆様、新年のご挨拶を申し上げ

ます。会員の皆様方のご活躍とご多幸をお祈り致しま
す。本年もよろしくご指導ご鞭撻お願い申し上げます。 

 

 一昨年より継続されています毎月第２土曜日午後
１時より実施されている勉強会、本年も引き続き滞る
ことなく実施されることを願っています。顧問の西川
信行氏より重要な課題や問題点が提示されています。
また、釣りの体験談や諸兄の研究された資料、諸諸、
この勉強会で発表されてはいかがでしょうか？ 

 

 会員の皆様、是非勉強会へ！ これからの釣道発展
の為にご意見を！ 

 

 

 

 

南房総 
                中山 治夫 
 
私は主に南房総に行っています。家から京葉高速

入口が近いこともあって、釣り場は専ら房総半島を
利用しています。地磯・堤防が主で沖釣りは殆どや
りませんが、たまにキスをやる程度です。 

 
釣り体験と言えば、空は晴天で、何の前兆もない

のに突然潮の上げ・下げが大きくなって、そのうち
膝辺りまで潮が上がってきたときにはびっくりし
たのと少し恐怖さえ感じました。下げ一杯から３～
４ｍ程上がってきた気がします。そのときは現場か
ら一目散に退散しました。あの現象は一体どうして
起きたのだろうか？ 未だに脳裏に不思議という
文字と共に深く焼きついていており、この体験で海
の怖さを改めて知りました。 

 
南房総ではときどきヒラメ・マダイの稚魚や伊勢

エビの子などを放流しています。ところが、心ない
人がいて漁業権にも抵触するような行為をしてい
る人を見かけます。以前から漁師の人から頼まれて
いて、何度か海上警察に通報したこともあります。 

 
南房総では漁業組合がしっかりしているのか、ト

イレも割と完備しているし、車の管理も、場所によ
っては有料の処もありますが、安心して駐車できま
す。それに、観光スポットということもあって、ゴ
ミは比較的少ないようです。 

 
それでも、釣り場にはライン・ハリが散乱してい

るところもあります。気がついたときには、自分の
ゴミと一緒に持ち帰るようにしています。ゴミ問題
は何処へ行っても付きまとう問題で、それこそ個人
個人が責任をもって処理する習慣を身につけるよ
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う、教育の一環として指導していく必要があるのか
もしれません。 

 
磯とか堤防でときどき遭遇するのが二枚潮。この

二枚潮は釣り人にとっては、非常にやっかいな海流
で、何年もの間その対策に苦慮しました。 

 
書物などを参考に、試行錯誤を繰り返す中で、漸

く潮になじむ仕掛けが完成できたと思ってみても、
その仕掛けがオールマイティとは限らないもので
ある。その都度潮目を見ては変えていかなければな
らないものであるが、一度自分の中で基本が出来て
しまえば、後はアレンジしていけば良いような気が
さします。一旦自分のものとしての基本を会得して
しまえば、後はそれをベースにして応用すればよい。
これが二枚潮を攻略する私の方法です。 

 
 

イワナの聖地は何処に・・・・・ 
             鈴木 伸一 

   
昨年の１０月の半ばに上高地で水生昆虫談話会

の１０月度例会が開催されたのであるが、その５年
前に訪れたときとイワナの様子が余りにも異なっ
ていた。あくまでも目視の範囲であるが、人目につ
く場所では外来種であるブルックトラウト、ブラウ
ントラウト、およびそれらと在来のイワナとの交雑
種の姿が激減していた。僕の目には人知れず外来種
紛いのものを駆除したようにしか映らなかったの
だが、・・・・・ 

 
おそらく、ＤＮＡを解析すればはっきりしたこと

は分かると思うが、上高地近辺には日本古来のイワ
ナは皆無であろう。そのことを記録に残しておきた
いこともあり、２００８年の上高地の様子を以下に
紹介させていただきたい。 

 
****************************************** 
 
僕がまだ学生だったころ、明神池から流れ出す梓

川の側流にそっと眼を遣ると、揺らめく梅花藻（イ
チョウバイカモ）の藻切れには巨大なイワナが其処
此処に定位しており、眼を疑わんばかりであった。
イワナの聖地とはこんなものなのかと、未だ見ぬ黒
部の源流・雲ノ平の釣行を夢見ていたものである。  

 
社会人になって、未だ季節によっては上高地へ一

般車両の乗り入れが可能であったころ（１９７０年
代中頃）、そのころには既に明神池から流れ出す梓
川の側流には、ブラウントラウトやブルックトラウ
ト、及びそれらとイワナとのハイブリッド（交雑種）
は確認できていた。しかしながら、未だそれらの数

は少なく（肉眼で確認できる範囲で）、今のような
惨憺たる状況になるとは想像だにできなかった（梓
川本流を含め、今回の入山で見かけた１００匹ほど
のマスの内、明らかにイワナと思われる固体は１匹
たりと確認することはできなかった）。 

 
禁漁区であるが故、ハイブリッドが容易に出現し

てしまうのであろうか？ 上高地の特殊な地形が
ハイブリッド化を容易にしているのであろうか？ 
何らかの原因によりイワナが激減したところに大
量のブルックトラウト（発眼卵を含めて）を放流し
続けてしまったのであろうか？ こんなことは先
ずあってはならないはずであるが、ブルックトラウ
トとイワナを掛け合わせて出来た一代雑種、または、
その交配したものにさらにイワナを掛け合わせて
戻し交配したもの（一見イワナに見える）をイワナ
と称して放流してしまったのであろうか？ 日本
有数の国立公園の中で、一体誰がどのような目的で
何をやってきたのであろうか？ 
上高地は中部山岳国立公園の特別保護地区にも

指定されており、自然公園法など様々な法律により
野生動物が保護されてきたはずである。それらの法
律には抜け穴があったのであろうか？ いずれに
せよ、国立公園内では一般の者が外来魚の無作為な
放流を続けることはできないはずである。 

 
今回の上高地入山はイワナの調査が目的ではな

かったので、以下は、僕が上高地を歩いて（肉眼で）
見かけたマスに関しての感想である。正確性は欠い
ているので、その点はご了承願いたい。 

 
 
 
今回、上高地に入山して、初めて出会ったマスは

田代池のブラウントラウトであった。このマスは、
肉眼で見た範囲ではブルックトラウトの特徴はど
こにも出ていないようであった。 
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この幼魚は、背ビレにブルックトラウトの特徴で

ある斑が明確に出ている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

一見、イワナの幼魚にも見えるのだが、左右の眼
元から上唇にそって黒い線状班が出ている（背ビレ
には斑はなし）ことと前記幼魚と同じ細流で見かけ
たので、おそらく前記幼魚と共にイワナとブルック
トラウトのハイブリッドではないだろうか？  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

側面からの写真は撮れなかったのだが、全身虫食
いの斑が入り、とてもマスとは思えぬ異様な風体を
している。こんなのが巨大に育ったらと何と思うと、
何ともはや・・・・・ 背筋が寒くなる想いである。 
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一見、ブラウントラウトのようにも見えるが、胸
ビレと尻ビレにブルックトラウトの特徴が出てい
る固体（左右の眼元から上唇にそって黒い線状班あ
り）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

すべてのヒレにブルックトラウトの特徴が出て
いるが、その他はブラウントラウトの特徴がよく出
ている個体（左右の眼元から上唇にそって黒い線状
班あり）。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
信大・上高地ステーションから徳沢辺りまで早朝

の散歩に出かけた際、新村橋（しんむらばし）で折
り返し、帰路は人通りの少ない梓川右岸沿いの車道
を下ることにした。５分ほども下ったであろうか？ 
左手が開け、梓川の流れが見えた辺りで、ハラハラ
とミドリカワゲラが路上を舞う。ひょっとしたらと
思い瀬の弛みを注視していると、狙い通りにマスの
ライズが始まった！ ここまでくれば、イワナであ
って欲しいと思うのは僕だけではないと思うのだ
が・・・・・ 

 

 

****************************************** 
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難しい組織の運営 
阿部 敏明 

 
長年釣りをしてきた方はご存じかもしれないが

一時期、釣りクラブの全盛時代があった。 
 
磯、投げ、渓流、ヘラ、鮎、ルアー、狙う対象魚

は違っても××会、○○同好会、△△研究会、□□
魚名会、・・・・・と色々な釣りの会が作られた。
しかし、今では残念ながらほとんど残ってはいない
し又活動もしてないのが現状である。原因はいろい
ろと考えられるがこれは次回に廻すことにして活
気に満ちた素晴らしい多くの釣りの会を振り返っ
てみると、納得できる要素が存在していた。 

 
当時は趣味としての釣りが大人気であり、従って

釣りをしたい初心者にとっての近道はクラブに加
入して釣法の腕を磨くのが手っ取り早い方法であ
った。おまけに有能な指導者も多数いたのが幸いし、
また、揃えたい釣り具に関しては釣り具店や誌上の
情報ではなく会員から適切なアドバイスを得るこ
ともできた。 
それに伴い目的が確立されていて狙う釣り魚の

記録や夢を持つことができ、しかも信頼できた会員
相互の暗黙の上下関係（初心者、中間、ベテラン、
師匠）が出来あがっていたのも事実であった。 

 
会員同士の活発な個人釣行によって、個々のター

ゲットが広がっていき釣友も増えていき、クラブの
活動に大きなメリットのあったことは見逃すこと
を出来ない。それは安全面の重要性すなわち組織で
釣行するので事故が少ないし、万一の場合はチーム
ワークによりリスクは最小限に食い止められるこ
とにより団体行動の自覚が養われたのである（例と
して、チャーター船の場合、料金は頭割、ドタギャ
ンは皆に迷惑をかけてしまうことになる。また、頭
割のメリットとして釣行にかかる交通費、餌代、コ
マセ代も安くなる場合もある）。さらに、釣果があ
れば料理を学べるし、釣果を歓迎してくれる家族は
勿論友人が増える（活き締め、下ろし方、旬の魚）。 
 
会の組織が大きくなってくると会員の疑問、質問

が多くなる為に勉強する機会が多く成り会員のレ
ベルの向上につながっていく （釣り場のポイント、
潮、仕掛け、エサなど）。また、原稿依頼やマスコ
ミ関係者との交流が活発化していくので知名度も
あがることになる。 

 
所属する会の団結が強くなってくると、会の名前

を汚さない、釣り座の譲り合いのなどの精神が生ま
れ、環境を大事にする、釣果の競争、記録挑戦など
などにもつながっていく。 

 
芸術的学習もあった。それは記録の証明として魚

拓の作成・提出などである。現在ではあまり見受け
られない、他の方法として記録というか記念という
か石鯛、石垣鯛、口白の歯の保存、剥製、現物のア
ルコール漬け（記録物、稀少価値、研究用）等々。 

 
会員同士での道具の提供（竿やリール）・修理（竿

に漆塗り）も行われていた。釣り具店には販売して
いない木製カニ箱、手造りウキ、クエ用竿受け（車
のスプリング代用）などなど会員のオリジナル用具
は現在では入手不可能となってしまった。 

 
また、例会とは毎月の決められた釣行以外にも、

遠征釣り、ボランテアの釣り教室、他クラブとの合
同釣り会などコミュニケーションには最高の舞台
であった。そして、締めは年一回の新年会及び総会
の開催で、会員や関係者などによる懇親会、釣果発
表と表彰式等々、大いに盛り上がったものである。 

 
 

 
まとめ 
 
かつては釣り大好き、魚大好きが沢山いた。休日

だけでは釣り足りず、休暇とっては釣りに行く。小
遣い、給料の大半は釣り資金。釣れると聞くと、何
処へでも弾丸ダッシュ。釣りの話題ならば徹夜で飲
み食い。遠征釣りと言っては不倫旅行の完璧なアリ
バイ工作。ハマりにハマって女房子供と別居。マイ
カーのトランクは常に釣り具で満杯。土方ファッシ
ョンでは女性にもてず、生臭いと嫌われ、釣りの話
は嘘の連発。 

 
坊主逃れで立ち寄る魚屋の常連客。生きがいはと

聞かれれば、大きな声で“釣り”と一言。例え冠婚
葬祭があろうとも、釣り大会が最優先。釣り餌は伊
勢エビだろうが鮑であろうが惜しげもなく、自分の
弁当はといえばのり弁当で我慢。新聞読むにも先ず
釣り情報から、本屋へ立ち寄っても釣りの本は買わ
ずに長時間の立ち読み。同僚に顔の日焼けを聞かれ
ても、目線下向きに“庭仕事”と嘯く。二日酔いに
は滅法弱く、船酔いには抜群に忍耐強い。テレビの
釣り番組、誰彼問わず断固譲らず独占。女房買って
きた魚介類、嫌味交えて苦情の連発。釣り資金稼ぐ
と言っては深夜の内職、仕掛け作り。釣らせる船長
には笑顔でおもてなし、釣れない時は恨み倍返し。
入れ食い時は“釣るなら”今でしょ！ 

 
 かつてはこのような釣り師が沢山いました。だ

から火がついたようにブームになったと思う訳で
す。 
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昨年の釣り 
 新井 勝之 

 
私は渓流のフライ・フィッシングが主体です、昨

年は大雪と春の天候不順で東北の山間部の雪解け
が遅く６月１５～１６日に山形県鳥海山水溪への
釣行が初釣りになってしまいました。６月初めに行
く予定でしたが、雪代と雨の影響で伸びてしまい、
しかも前日からの雨が降ったり止んだりで、・・・・・ 

 
水温の低下と増水で釣果に不安を感じながらの

スタートになりましたが、案の定、魚の反応は今一
でした。その上 もともと滑りやすい河原が雨のせ
いで 慎重に遡行しなければならず、精神と肉体に
もダメージを与えるハードな釣りになってしまい
ました。 

 
１時間ほど釣り上がると開けたプールで、水温が

上がったせいかライズを発見し、慎重にフライを流
すと一発でヒット。久々の手応えを味わい同時に喜
びを感じながら、ラインを手繰り寄せ 魚をネット
イン。２４～５センチの丸々とした岩魚でした。そ
の後も同じポイントで４匹ほど釣り、別の場所で２
匹を追加し、その日は早めの終了。翌日は雨も止ん
だので、同じ川での釣りでしたが前日よりは魚の反
応もよく、１０匹ほど釣ったところですっかり気を
良くし、別の川に行ったものの、そこではさっぱり
で、帰路に就くことに。 
 

 
釣れたポイントで、同行の友人Ｔ君                                  

 
 
 
 

 
 

 

 
釣れた岩魚君 
 
 
８月に山形に帰省（妻の実家、東根市）した際に、

当初は寒河江川にてアユ釣りを楽しむつもりでし
たが、２週間ほど前の記録的な集中豪雨で川の濁り
が酷くアユ釣りが出来ない状態でした。そこで、こ
の時期余り実績がない寒河江川上流域のＣ＆Ｒ区
間に行く事に、 

 
現地に９時頃到着し、川の様子を見ると濁りは無

く、幾分多めの水量で釣りは可能な状態でしたが、
豪雨の爪痕で護岸が崩れているし、川にはいたる所
に流木やごみが岩に引っかかっていて、川底は上流
からの砂が体積していたので、魚の反応が危ぶまれ
る中でのスタート。 

 
入渓した淵で釣り始めると 間もなく流れの緩

いところでライズを発見した。すぐに其処へフライ
を流すとヒットし、３番ロッドが大きくしなり 大
物の手応え。慎重にやり取りし ネットイン。３５
センチの体腔のあるニジマスを釣り、不安が一掃で
きるとむしろ釣れそうな予感に変わりました。同じ
ポイントでニジマスを２匹追加し、その後移動する
ポイントごとに釣れて、１００ｍ位の間で２０匹ほ
ども釣れました。中には、掛かるといきなり下流に
走り、８番の針を曲げて逃げた強者には悔しさを感
ぜずにはいられませんでした。久々に「魚と遊んで
いる」を実感しましたので、早々に切り上げて明日
に備えました。翌日も同じ場所で釣ることにしまし
たが、前日より反応は悪いものの、３７センチのニ
ジマスを筆頭に１５匹ほど釣ることができ、満足の
いく釣行でした。 
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入渓地点から上流を撮影 
 
 
釣り場の魚たち 

 四条 徳明 
 
「釣り場の魚たち」とは、魚の心を知った釣り人

の独り言。 
 

 職場の人たちから「広い海に細い糸一本垂らして、
いるかいないか分らない魚を待っている気が知れ
ない」と云われ、家では「海にはなにか魚がいると
思うのに、小魚一尾釣ってこないのはどうしてか」
と聞かれる。釣り人も同じ思いで糸を垂らし、ボー
ズの言い訳もするが、そこに釣りの面白さ、深みが
あることを理解し易いように話しをすることがあ
る。 

 
 最近は遊漁も機器や道具が発達して、船はＧＰＳ
で今何処にいるか魚群探知機はメートル単位で分
るようになっている。 釣具も１ｍごとに印の付い
た道糸、１０ｃｍまで計れるカウンターの付いたリ
ールを使い、竿も魚種別、釣り方別に売っている。 
 
 釣り場に着くと船頭が「底から２ｍ」とか、「水
面から２７ｍ」とかタナを指示してくれるので、全
員がそれを目標に仕掛を落す。そして、５０ｍも深
いところの爪の先ほどの針に魚を掛けようとして、
水中の餌の動きを演出するため竿を動かし、糸の変
化に神経を集中するのである。 
 
 釣をしたことのない人に釣りの面白さを話すと
き、魚たちはどんな状態なのか擬人化して話しをす
ると、案外面白がって聞いてくれる。 
 

ここで、その幾つかを紹介しよう。 
 
１． アジはバスのお客さん 

 
 関東で一番ポピュラーなアジの船釣り（ビシ釣り）
は、一握りのイワシミンチ肉をコマセ篭に詰め、そ
の先に２ｍくらいのハリスに２～３本の釣り針を
付け、食紅で赤く染めた米粒大のイカのさいころを
餌に付ける。 
 
 魚探で群を見つけた船頭から「底に錘が着いたら
１ｍ上げ、竿をゆすってコマセを振り出し、もう１
ｍ巻いてアタリを待つように」と指示が出る。アジ
はタナが５０ｃｍ違っても喰わないときがあるか
ら、皆が一斉に指示タナまで正確に仕掛を下ろす。 
 
 東京周辺の遊漁船の定員は４０人前後で、定員一
杯乗せると釣りにならないので、普通は半分、２０
人位乗せている。片舷１０人なので両手を広げた間
隔で竿を出し仕掛けを下ろす。観音崎沖などは数十
隻集まり、隣の船と仕掛けが絡まってオマツリする
ほどなので、アジから見ると頭の上に無数の針がぶ
らさがっているわけで、船毎には丁度バスの乗客
（魚）と吊革（釣り針）の関係である。 
 
 バスの吊革は床から２ｍ弱、座席に座って吊革が
揺れるのを見ると、アジはどの吊革に掴まろうか迷
うだろうなと考える。バスは停留所（釣り場）でお
客を乗せる。混雑時（魚が多い）なら少し高さ（タ
ナ）が合わなくても汚れていても、お客は争って吊
革に掴まる（よく釣れる）。 
 
 ラッシュ時間でも前のバスが行ったばかりなら
お客は少ない。空いていれば皆座るから吊革には掴
まらない（釣れない）。それでも立っている人は吊
り広告とか路線案内など興味（仕掛けの工夫）のあ
るところの吊革か、揺れる時にそばの吊革に手を出
す。（凪が良すぎると釣れない）。 
 
 アジは、喰いが良い群に当たった時は一束（１０
０）を超えることもあるが、魚探反応があっても殆
ど餌を追わない時もある。釣り人は釣れないと不満
たらたらだが、釣り師になると一束も釣るとあとの
始末も考えるので、近所へ配る分も含め３０～５０
も釣れば満足する。それより釣れないときにいかに
喰わせるか、船中ツ抜け（九ﾂを超える）がいない
ときに自分のオリジナル仕掛け（車内吊り）、竿さ
ばき（誘い）で一人だけ２桁釣りをしたときが一番
嬉しいのである。 
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２． クロダイは試食コーナーの紳士 
 

 ワイフの買い物でデパートにつきあわされた紳
士、帰りがけに夕食の買い物も、と地下の食料品売
場へ降りていくと、あちこちでマネキンガールが試
食品を勧める。ソーセージ、漬け物、煮豆、お茶、
ワイン・・・・・ 
 
 皆が軒並み試食していて紳士もうまそうだと思
っても、ワイフはメニュー材料でないと素通りして
いくので紳士にはなかなか手が出しにくい。ワイフ
の目がチョッと離れたすきにサッと１串もらって
半分かじり、納得した顔で残りを口に入れる。同じ
サンプルには二度と見向きせず次のマネキンも通
り過ぎ、また食欲をそそるところでもっともらしい
顔をしてつまむ。 
 
 クロダイは警戒心が強いくせに雑食、どん欲で、
餌はエビ・カニ、虫、貝、のり、練り餌からスイカ
まであり、海釣りでこれほど餌の種類の多いものは
ない。メバルやアイナメの仔など周りにうるさい輩
がいるときは押しのけて餌を追うことはなく、皆の
見ていないときに餌が目の前に来たら、少しカジっ
て口に合うことを納得したらガブリと喰いつく。 
堤防のクロダイ（ヘチ）釣りは、まさに食料品売場
の紳士に試食させるのと同じで、どうやって食欲を
そそる餌を口へ届けるかの面白さである。 
 
３． サバ・ワカシはバーゲン会場のおばさま 

 
 サバはどこでもサバで通るが、ワカシ（ブリの仔）
は出世魚で成長するにつれて名前が変わり、地方名
も多い。どちらも群をつくって海面から中層にかけ
て回遊し、アジ釣りやタイ釣りの外道としてよくお
目見えする魚であるが、針にかかるとぐるぐる泳ぎ
廻るので周りの人とオマツリしてしまい、解くのに
大変なので、中・小サバが釣れるとカモメに投げて
やることもあるほどの嫌われ者である。 
 
 それでも、ワカシは関東では秋口にワカシ釣りの
船が出たり、投げ浮き釣りの対象にもなるが、サバ
はあくまでも外道で、サバ釣りの遊漁船は見たこと
がない。サバもワカシも群さえくれば仕掛けも腕も
全く関係なく釣れるから釣りとしてはつまらない。 
しかし、何も釣れないときは引きも強いし、秋も深
くなると脂がのっておいしくなるので、たまにもっ
て帰ると結構喜ばれる魚である。 
 
 デパートやスーパーのバーゲンやタイムサービ
スがあると、どこで知ったかたちまち集まってきて、
手当たり次第にかき回し、目玉商品だけ買いまくり
引き上げていくおばさま達をみると、タイ釣りにい

ってサバにかきまわされたときを思い出してしま
う。 
 
 糸が太くとも針が大きくとも、餌は弁当の沢庵で
もウエス（ぼろ布）の端でも喰いついてみるサバや
ワカシであるが、沖上がりも近づいてボーズよりは
マシと狙う時は、飲みに誘った若い子に体よく断ら
れ、仕方なくガード下のママさんをからかいに行く
部長さんである。 
 
４． マダイは立食パーティーの主賓 

 
 立食パーティー会場は、シャンデリアの輝くホテ
ルの大広間。挨拶、乾杯が終わると参加した人たち
は一斉に料理卓へ集まり、仲間うちのグループが出
来、パーティーの主旨に関係なく活性化する。 
 
 パーティーの大物はメインテーブルからあまり
動かず、次々と挨拶にくる人たちと話を継いでおり、
気を利かしたコンパニオンが見栄えよく取り分け
た料理を持ってくると、うなずいて少し口をつける
だけ。 
 
 参加者の中で、この機会にパーティーの大物とお
近づきになりたい、せめて名刺一枚お渡ししたいと
思っている人は、ぜひ、マダイ釣りを勉強すると良
い。 
 
 大物を釣るには、釣り場（会場）の配置、流れの
方向（雰囲気）や強さ（参加者数）、撒き餌（料理）
に集まる小物の動きなどからシミュレーションし
て、自然の流れのように違和感無く目標（大物）に
付け餌を流すか（近づくか）を決め、あとはタイミ
ングを計ってうまく合わす（名刺を渡す）のである。 
 
 ただし、あまり大物を狙うと竿をノサれ（引き込
まれ）たり糸切れしてしまい、周りの魚も一緒に二
度と餌を追わなくなるので、自分の仕掛け（身分）
と相談して狙うことを覚えなければならない。 
 
 
 
                            
２０１３年度活動実績 

 

日付 活動実績 

03/03（日） 平成２５年度定期総会開催 

03/22～24 

（金・土・日） 

2013国際フィッシングショウへ

の参加 

ニジマス釣り等のサポート 
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03/22（土） 釣りインストラクター・マスタ

ー研修会への参加 

05/19（日） 親子マス釣り懇親会 

マス釣り ＆ ＢＢＱ 

06/02（日） 隅田川へ子供たちが稚魚放流へ

の参加 

稚魚放流サポート 

06/16（日） 第２７回鋸南町白ギス釣り大会

への参加 

07/27（土） 日釣振東京都支部主催 第８回

若洲海浜公園親子釣り教室への

参加 

     釣り指導サポート 

08/17（土） 第１回アウトドアフィッシング

スクール in 若洲への参加 

釣り指導・魚の捌き方サポート 

08/18（日） 全磯連関東支部主催女性・少年

少女釣り大会への参加 

 釣り指導サポート 

09/29（日） ＪＯＦＩ東京懇親釣り会 

10/05（日） ふるさと清掃運動会実行委員会

主催 ふるさと清掃運動会 in荒

川に協力参加、及び模擬ルア

ー・キャスティング教室実施 

10/12（土） 日釣振東京都支部主催 若洲海

浜公園第８回シニア釣り教室へ

の参加 

    釣り指導サポート 

10/20（日） 「水辺感謝の日」清掃デ－への

参加 

11/03（日） みんなで遊ぼうフィッシング祭

りへの参加 

      釣り指導サポート 

01/30～12/01 

(土・日) 

２５年度全釣り協公認釣りイン

ストラクター資格講習・試験 

スタッフ・講師を派遣 

 
 

お宝コーナー 
 
１．郡上魚篭 
 

 
 
２５年ほど経ったであろうか？ 初めて郡上八

幡に行った年、ちょうど郡上踊りの時期であった。
嶋さんのお宅へアポもとらずに伺ってしまい、今は
売り物がないと言われたのだが、何故かショウケー
スの中に先代のものと一緒に展示してあった左の 7
寸ものを譲って頂いた。 

 
後になって分かったことであるが、その当時でさ

えも、嶋さんの郡上魚篭を手に入れるためには、サ
イズによっては予約しても 1年から２年は待たねば
ならなかったそうだ。そうそう、そのころのものに
は、上部の口元に張ってあるネットを絞るゴムひも
に嶋さんのトレードマークである竹細工の瓢箪が
付いているのが特徴である（鈴木 伸一）。 

 
 
２．Winona Lake Fishing Reel 
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リールの起源を詳しく調べたことはないが、英語で
書かれた書物にリールが初めて登場したのは、１６６
２年に Venable によって記述された “ The 

Experienced Angler “ と言われている。また、１１
９５年に中国の画家 馬遠によって描かれたとされ
ている絵画には、湖か大河で短竿とリールを使用して
引き釣り？をしている人物が確認できる。 

 

米国でもいつごろのことかは分からないが、ウィノ
ナ湖で先住民が使用していたとされる、スプール口径
の大きなトローリング用片軸受リールが存在してい
た。このリールはその改良版で、１９３０年代、また
は１９４０年代に製造されたものと推測する。 

 

 

ワッシャーを使用した極簡単なドラッグ機構は備
えているが、ストップ機能は備えられていない。魚と
のやり取りはリール・シートにスプールを取り付ける
ためのシャフトに穴があけられており、指を使っての
サミングにより行う。 

 

たまには、こんな古の釣り具も使ってハーリング
を楽しんでいます（鈴木 伸一）。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

編集後記 
 
 今回で２回目の編集となりました。夏ごろから準
備を開始したのですが、特にテーマも決めず原稿を
集めたのが拙かったのか、原稿がすべて集まったの
は年も暮れようとした頃でした。 
 
 今回は、釣り教室や釣行の報告、長年かけて習得
した釣りの奥の手、環境問題、ＪＯＦＩ活動への提
言、釣り界の変遷・課題、エッセイなど変化に富ん
だ原稿が集まりました。編集者の努力が足りないこ
ともあって、未だ原稿を書いていただける方が限定
されているようで、今後はテーマを決めて幅広く会
員の方から原稿を募る努力をしていく所存です。ど
うぞご協力よろしくお願いいたします。 
 
 現在継続しております勉強会ですが、遠藤会長か
らも言われていますように、参加される方が固定化
され今一つ盛り上がりに欠けているようです。今後
は多くの方々が興味を持って参加していただける
ように、西川顧問にもご協力を頂き広報部で企画を
練っていきたいと考えています。いずれは勉強会で
の成果も会報に載せていきたいと願っております。 
 
 本会報誌は皆様からの寄稿の様子を見て適宜特
集を組んで発行していきたいと思います。原稿は随
時募集しておりますので、会員名簿を参照し広報部
宛にＥメール、又は郵送でお寄せください。勿論、
集まり具合によっては期限を切って募集すること
もありますので、その際はどうぞよろしくお願いい
たします。（Ｎ．Ｓ．） 
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